
 

図書だより  ２０１７ ＮＯ．２              石川県立宝達高等学校図書室発行 

 

 水
み

無月
な づ き

旧 暦
きゅうれき

の６月の異称
いしょう

。「水のない月」と書きますが、「水の月」の「の」に「無」の字をあてたもの。 

         田んぼに多くの水をひく月ということや、雨が多い「雨にめぐまれる月」という意味です。 

         梅雨
つ ゆ

に入り、あじさいの花が美しく咲く季節です。    参考：『ポプラディア情報館 年中行事』 

 

あなたは２０分間でどれだけ本を読み進められますか？ 

読書週間がはじまります！ 

期間 ： ６月１９日（月） ～ ２３日（金） 

時間 ： 朝 ８時２５分 ～ ８時４５分 

 

家から持ってきた本や図書室から借りた本を集中して読みましょう。 

じっくりと読書をするチャンスです。マンガ、雑誌、写真集、絵本、教科書、参考書以外の本を準備してください。 

図書委員が学級文庫を用意してくれていますので、こちらもぜひ利用してください。 

 

朝の読書で さわやかな一日のスタートを！！ 

はじめは短い本でもＯＫ！集中できるようになったら、２０分間読み続けられる本をさがしましょう！！ 

 

図書室には、朝読書におすすめの文庫コーナーが登場。             図書室利用状況 

気軽に読める本ばかりなので、見にきてください。             （集計期間：２０１７． ５．１７～ ６．１２） 

（裏面に関連コーナーがあります。読んでね！）                 開館日数       １８日 

                                               貸出冊数      １４８冊 

                                                   入館者数      ３２８人 

                                ※貸出冊数は生徒以外の利用、 

ちょっと読んでみませんか？                    入館者数は授業等での利用を含む。      

６月生まれの作家 の本                    

誕生日について書かれている本を読んでいたときに、ふと思った。            

「作家たちの誕生日はいつなのだろう？」と。                        図書室で読みたい本のリクエスト 

さっそく、６月生まれの作家を調べてみると、新旧・国内外とたくさ 

んの作家の名前が出てきた。                               前期のしめきりは・・・ ６月１６日（金） 

「６月生まれには、どんな作家がいるのだろう？」と関心を持った 

人は、図書室前の掲示をぜひご覧ください。 

 もしかしたら自分と同じ作家を発見するかも？！読んでみよう！！                      ウラもあります→ 



    朝読書にどうぞ！おすすめの文庫本～図書室の展示コーナーより～ 

『きみが見つける物語                   

    十代のための新名作』角川文庫／編 

（スクール編・放課後編・休日編・友情編・恋愛編・こわ～い話編） 

有川浩、乙一、梨屋アリエ、東野圭吾、山田悠介ら人気作家が 

それぞれのテーマで描いたいまどきの物語を厳選した短編小説集。 

お気に入りの作家を見つけよう！ 

 

『ツナグ』辻村深月 

一生に一度だけ、死者との再会を叶えてくれるという「使者
ツ ナ グ

」。 

ツナグの仲介のもと再会した生者と死者。それぞれの想いをかかえた 

一夜の邂逅
かいこう

は、何をもたらすのだろうか。感動の連作長編小説。 

（文庫あらすじより抜粋） 

                            ※邂逅
かいこう

・・・思いがけなく出あうこと。（広辞苑より） 

『陽
ひ

だまりの彼女』越谷オサム 

幼なじみと１０年ぶりに再会した僕。 

かつてはイジメられっ子だった彼女は、モテ系の出来る女子に 

大変身していた！ 

誰かを好きになる素敵な瞬間と、同じくらいの切なさも、 

すべてつまった完全無欠の恋愛小説。  （文庫あらすじより抜粋） 

 

『博士の愛した数式』小川洋子 

〔ぼくの記憶は８０分しかもたない〕博士の背広の袖には、 

そう書かれた古びたメモがとめられていた・・・。 

記憶力を失った博士にとって、私は常に“新しい”家政婦。 

博士は“初対面”の私に、靴のサイズや誕生日をたずねた。 

あまりに悲しくあたたかい、奇跡の愛の物語。 

（文庫あらすじより抜粋） 

『椿
つばき

山
やま

課長の七日間』浅田次郎 

働きざかりの４６歳で突然死した椿山和昭は、家族に別れを告げるために、 

美女の肉体を借りて七日間だけ“現世”に舞い戻った！ 

「死後の世界」を涙と笑いで描いた感動巨編。   （文庫あらすじより抜粋） 

 

図書室では、まだまだたくさんの文庫本を紹介しています。気軽に読んでみてください。 

宝達志水町では、毎月２３日を“家読
うちどく

の日”としています。 

家族そろって、本を通してコミュニケーションしませんか。 

“家読”にも、学校の図書室の本をぜひご活用ください。 


